
























































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































日付 著者 論題 主張 発表媒体
22／07／12 国民之友 法典編纂に関する一二の意見 断行 国民之友56号
22／07／20 植木三盛 民法上及び其他に於ける夫婦の権利 断行 女学雑誌171号
22／08／22 植木枝盛 如何なる民法を制定すべき耶（1） 断行 国民至悪60号
22／09／02 植木全盛 如何なる民法を制定すべき耶② 断行 国民重書61号
22／11／20 高橋庄之助絢 条約改正と法典編纂 断行 新演説17号
23／04／13 国民墨筆 民法の発布 断行 国民之友79号
23／10／20 中江兆民 国家の夢，個人の鐘 参考 自由新聞
23／11／8 星亨 個人主義及ひ国家主義 参考 江湖新聞
23／11／13 植木枝盛 国家及国民的の文字 参考 自由新聞
23／11 植木枝盛 日本帝国の政治法律は自由主義を大本とし且つ一個人主義を基礎とすべき事 参考 未刊行か，国会図書館憲
ｭ資料室所蔵文書
23／12／14 中江兆民 商法の実施に就て 中立 自由新聞
24／01／11 蛋民居士 商法1延期1 断行 あづま新聞
24／08／12 大井憲太郎 我力帝国二於ケル法典ノ利害如何 断行 法治協会雑誌2号
24／08／13 大井憲太郎 我が帝国に…（1，内容は同上） 断行 あづま新聞
24／08／14 大井憲太郎 我が帝国に…（2，内容は同上） 断行 あづま新聞
25／05／23 国民之友 法典延期論の解剖 断行 国民差毛155号
25／06／01 自由平等三編 法典問題 断行 自由平等経論27号
表2　商法典論争衆議院発言者　（明治23年12月15日，16日）㈹
発言者名 所属・選挙区 主張 経歴，備考
永井松右衛門 大成・愛知 延期 商業家，銀行家新聞社主，商法延期法案提出者
豊田文三郎 彌生・大阪 断行 教育家，元大阪市会議長，のちに法治協会支部長
元田肇 大成・大分 延期 帝大法科卒鋤，代言人，大同団結運動参加
光妙寺三郎 無・山口 断行 仏留学，元法制・外務官僚
岡山健吉 議員・静岡 延期 帝大法科卒，東京代言人新組合会長
菊地侃二 彌生・大阪 断行 北洲舎出身，代言人，元大阪府会議員
小西甚之助 彌生・香川 延期 元自由民権運動家，元香川県会議長
井上角五郎 彌生・広島 断行、 慶応義塾卒，元政治運動家・記者
大谷木備一郎 大成・東京 延期 帝大法科卒，東京代言人組合会長
宮城浩蔵 無・山形 断行 司法省法学校卒，仏留学，元法制官僚，代言人
田中源太郎 大成・京都 延期 元京都府会議員
家永芳彦 彌生・長崎 断行 ドイツ学を学び江藤新平と親奥，代言人
末松謙澄 大成・福岡 延期 東京師範学校中退，英留学，元官僚
高梨哲四郎 無・東京 断行 元大蔵省翻訳局職員，遵義舎出身，代言人
関直彦 無・和歌山 延期 帝大法科卒，元東京日日新聞社長，のちに弁護士
井上正一 無・山口 断行 司法省法学校卒，仏留学
箕作麟祥 司法次官，政府委員として発言
今井磯一郎 大成・愛知 延期 商業家，元愛知県会議員
凡例：彌生＝彌生倶楽部（立憲自由党，明治24年3月より自由党に改称），議員＝議員集会所（立憲改進党），大成＝
　　　大成会，無＝無所属
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　しかし，学術論争としてのイギリス学派の勝
利と，帝国議会と社会における保守主義の優位
のみが，民法典論争のすべてではないことは，
本稿によって明らかになったであろう。イデオ
ロギー論争は存在しなかったのではなく，家族
制度変革を叫ぶ声は確かにあがっていたのであ
る。そしてイデオロギーが民法典論争の主題と
ならなかった理由として，法典の性格如何のみ
ならず，自由主義者たちを退場させた諸事情も
考えねばならない。植木枝盛の特異な民法論，
また兆民大井憲太郎がなぜ論争に不徹底だっ
たのかという問題は，法典論争の総体のうちで
は一挿話であるかもしれない。しかし，民法典
論争の性格　また家族制度史の理解のために，
欠くべからざる一事ではなかろうか。
　　〔投稿受理日2004，9．30／掲載決定日2004．12．20〕
注
（1》板垣退助を中心に自由民権運動をおこした人々の
　組織は，いくたびか分裂・解党・改称をくり返し，
　その呼称は一定しない。本稿では便宜上，政党組織
　としての「自由党」，政党化されていない思想・政
　治集団としての「自由派」と，呼称を統一した。
（2）星野通『民法典論争史』（河出書房，1949）254頁。
（3）中村菊男「民法典論争論の経過と問題点（中）」
　（『法学研究』29巻7号，1956，『新版近代日本の法
　的形成』所収）30頁ほか。
（4）内田貢『民法1』（東京大学出版会，第2版補訂板
　2000）25頁。
（5）ボアソナード民法に伝統主義的見地から最も強硬
　に反対した貴族院議員，村田保については，手塚豊
　「明治二十三年民法（旧民法）における戸主権
　（二）」（『法学研究』27巻6号，1954）などがある。
　また，陸錫南の民法観は野田良之「ボアソナードと
　陸錫南」（『法学志林』71巻2・3・4合併号，
　1974），政府系新聞にあらわれた保守思想は，依田
　精一「民法典論争と明治憲法体制」（『東京経済大学
　学会誌』，1975）に詳しい。
　　保守主義者と民法典論争の関係には，いまだ不明
　の点が多い。たとえば，保守党中正派をひきいた貴
　族院議員鳥尾小弥太は，保守主義者でありながら第
　町議会開会とともに法典支持に転向した注目すべき
　人物であるが，彼の主張と動向は，先行研究ではほ
　とんど触れられない。筆者の早稲田大学社会科学研
　究科平成15年度提出修士論文「民法典論争の一考
　察…旧自由党系・国権派新聞雑誌の検討を中心とし
　て…」を参照されたい。
（6）前掲『新版近代日本の法的形成』3頁。
（7）明治23年の民法典公布までは，一般誌の民法評
　論には原則論が目立つ。民法草案は法曹関係者の内
　覧に付され，私立法律学校でも教授が許可されてい
　たことから，何らかの伝手があれば一般人がみるこ
　とも不可能ではなかった。しかし，植木目盛陸錫
　南はともに，法典編纂の秘密主義を批判し，草案を
　見るあたわずという姿勢を崩さなかった。法文が具
　体的に言及されないことが，これらの論説を軽視す
　る理由にはならない。植木枝盛「如何なる民法を制
　回すべき耶」（『国民之友』60・61号，1889），陸錫
　南「日本民法草案及ひ其起草者」（『日本』，1889年
　5月12日号）。
（8）穂積陳重『法国夜話』（岩波文庫，1926年発行第
　8版，1916年初出）333頁，「非法典編纂の建議」
　（『日本』，1889年5月5日号）。
（9）法学士会意見書は，たとえば新聞では「東京日日
　新聞」と『日本』に5月19日，大阪の「東雲新
　聞』に21日，高知の『土工新聞』に24日の掲載が
　確認できる。
（動　奥平昌洪『日本弁護士史』（筆陣堂，1914），森長
　英三郎「在野法曹八十年小史」（『法律時報』，1960
　年4月号）。立志社法律研究所では，イギリス法，
　フランス法がともに教授されていたという。
（1D　三大事件建白書執筆者の考証は，『植木枝盛集第
　6回目（岩波書店，1991）の解題，429頁以降を参照。
　外交に関する部分は，栗原亮一が起草したとの異説
　もあるが，植木は自叙伝に自らの著作と公言してい
　る。
⑫　大津淳一郎『大日本憲政史第3巻』（宝文館，
　1927）40頁。
㈲　当時，法典問題が，あたかも条約改正の下準備に
　過ぎないかのように論じられることが多々あった。
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　このことをもって，民法典論争における条約改正問
　題の役割が，先行研究ではいささか過大視されてき
　たように思われる。条約改正の進捗状況，交渉をめ
　ぐる見解が，民法典論争における個々人の動向に少
　なからず影響したことは事実である』しかし，条約
　改正へのスタンスが，法典問題への一定の立場につ
　ながることはなかったようだ。法典延期派は一様に
　両問題の分離を唱えていたけれども，断行派の条約
　改正観は様々であった。外相榎本武揚は条約改正の
　ためにこそ法典整備をいそがねばならないと力説し
　たが，同じ断行説の植木枝盛，徳富蘇峰，保守党中
　正派は，こうした見解を排斥している。条約改正は
　民法を論ずるのに不可欠の前提ではあったものの，
　民法典論争の本質に及ぶものではなかったとするの
　が，妥当ではないだろうか。
（④　遠山茂樹「民法典論争の政治史的考察」（『法学志
　林』49巻1号，1951）。
㈲　本表は，『植木無心集』，『中江兆民全集』，『馬脳
　大井憲太郎伝』のほか，『東雲新聞』，『あづま新聞』，
　新聞『自由』，雑誌『政論」，雑誌『自由平等経論』
　などの自由党関係の新聞雑誌を，明治22年5月の
　民法典論争最初期，明治23年の法典公布と第一議
　会，明治25年の第三議会の時期を中心に閲して作
　成した。
⑯　前掲「民法典論争の一考察…旧自由党系・国権派
　新聞雑誌の検討を中心として…」。
（17）以下，植木枝盛については『植木枝盛集』（岩波
　書店，1990・1991）のほか，家永三郎『植木枝盛研
　究』（岩波書店，1960），外崎光広r植木枝盛と女た
　ち』（ドメス出版，1976），外崎光広『植木枝盛の生
　涯』（高知市文化振興事業団，1997），米原謙『植木
　枝盛』（中公新書，1992）を参考にした。
個　中村雄二郎「法思想家としての植木枝盛・覚え
　書」（『総合法学』7巻1号，1964），後藤正人「自
　由民権運動と法」（長谷川正安・渡辺洋三・藤田勇
　編『講座革命と法源3巻』所収，日本評論社，
　1994）。
働　植木枝盛の法典論争参加については，家永三郎
　「新民法精神の萌芽」（『史学雑誌」61巻10号，
　1952）ではじめて指摘されたようである。そして依
　田精一「民法典論争と近代社会思想」（『季刊社会思
　想』2巻4号，1972）が，植木・蘇峰・女学雑誌の
　ラインで共通する家制度批判を紹介している。また，
　松本暉男「民法典論争の家族制度史上の意義」（『関
　西法学論集」14巻1号，1964）は，民法典論争を，
　「西村茂樹＝村田保障イデオローグ」と「植木枝盛
　＝森有礼型イデオローグ」の対立として概念化した。
　本稿は，松本氏が今後の課題とした，実証的研究に
　よるこうした思想構造の確認の一助を試みるものと
　位置付けられよう。
⑳　アコラースについては，米原謙「エミール・アコ
　ラースのこと」（『書斎の窓』367号，1987），前掲
　「自由民権運動と法」，後藤正人「植木枝盛とエミー
　ル・アコラース」（r植木枝盛集第8巻』月報，岩波
　書店，1996），井田進也『中江兆民のフランス』（岩
　波書店，1987），立命館大学西園寺公望伝編纂委員
　会編『西園寺公望伝』（岩波書店，1990・1997）。
⑳　『仏国民法提要』（小島龍太郎訳，司法省刊，
　1880－1884），『仏国法典改正論』（岸本辰雄・内藤直
　亮訳知新社，1882），『政理新論・前編巻之上』
　（西園寺公望序，中江篤介校，酒井雄三郎・白石時
　旧訳，日新閣，1884），『政理新論・前編巻之下』
　（西園寺公望序，中江篤介校，酒井雄三郎・白石時
　康訳，小笠原書房，1884）。
㈱　前掲『中江兆民のフランス』。明治15年から洋行
　した板垣退助もアコラースに面会している。中江兆
　民は元勲たちの有望家訪問について，「知識の買出
　し」，「スタイン大先生アコラース大先生に政事の相
　談にゆくも当然なり」と椰標した。中江兆民「欧米
　は師匠国なり」（『東雲新聞』明治21年10月25日，
　『中江兆民全集』14巻所収）。
㈲　前掲「自由民権運動と法⊥「植木枝盛とエミー
　ル・アコラース」。
㈱　『植木文庫目録』（同志社大学図書館編・発行，
　1975）45頁。たとえば基本的なフェミニズム文献で，
　書込から植木が比較的丹念に読んだことはわかるヘ
　ンリー・フォーセットの『政治談』（渋谷髄爾訳，
　自由出版社，1883）は日記に登場しない。
㈲　『仏国民法提要」中の具体的な民法改革案は，第
　1巻付録の「民法協会議事録」に限定されるようで
　ある。「民法協会」は，1866年にアコラースらが民
　法改革を企図してはじめた研究会で，同年発行の
　『仏国法典改正論』原著は，その成果をまとめたも
　のであった。「民法協会議事録」の要旨は，ほぼ
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　『仏国法典改正論』に受け継がれている。
㈲　同志社大学には植木手沢の『仏国法典改正論』と
　『開化起源史」が共に残されている。筆者は十数冊
　の関係する書込本を閲覧したが，植木は大抵，書物
　の論旨よりも，自分が気に入った傍証，表現，比喩
　などに点をつけ，「卓説」，「妙喩」など短評を記す
　に留まっている。『仏国法典改正論』の書込は1箇
　所ナポレオン法典下の結婚は「法律ノ権威ヲ以テ
　強姦ヲ犯サシムル」に等しいという節に，朱筆で圏
　点が付され，ページ上部に，この表現は「剴切」と
　あるのみである。
㈲　前掲『仏国法典改正論』157頁。
㈱　「法治協会大会の景況」（『日本』，1892年5月17
　等号）。『帝国議会議員候補者列伝』（庚寅堂，1890，
　『日本人物情報大系』再録）の「久シク仏国自由ノ
　空気中二起臥シ，罫書超群政事家ト交ハリシヲ以テ，
　大二進歩主義ヲ懐クモ，而モ仏国ノ弊タル軽躁過激
　ノ論ヲ喜ハス，即チ仏人力進取ノ思想ヲ以テ，英人
　力沈着ノ気象ヲ尚トビ，保守二藍ラス急進二失セス，
　中正ナル進歩主義ヲ執レリト云フ（読点筆者）」と
　いう岸本評は，彼の思想傾向を示唆するものである。
㈲　陸錫南「民法全く成れり」（「日本』，1890年10
　月9日号），「民法草案」（『東雲新聞』，1889年12
　月6日号）。このころ，兆民は東雲新聞を離れ東京
　に戻っていた。
③①　前掲『中江兆民のフランス』284頁。
㈱星亨は，商法典論争では断行説をとっていたと読
　売新聞1890年12月15日号にみられるが，第三議
　会当時は衆議院議長であったためか，法典問題につ
　いて意見を表明した形跡はない。
幽　三崎亀之助は，自由党内での法典延期派の要であ
　ったらしいが，本稿では遺憾ながら彼の活動につい
　て筆が及ばなかった。三崎は大井憲太郎と近しく，
　大井が失脚した後も自由平等経論社の社員であった
　ことは，民法典論争との関係からも興味深い。
鱒　「父大井憲太郎の思いで」，平野義太郎・福島新
　吾編著『大井憲太郎の研究』（風媒社，1968）所収。
　一方の兆民は，「父権をふりかざした昔流の父では
　なく，家庭では，奇矯な父でもなく，面白いやさし
　い父であった」そうである。鈴江浪子「祖父り眠の
　こと」『中江兆民全集7巻』月報（岩波書店，1984）。
図　家永三郎氏は，植木枝盛が外国語を解しないにも
　かかわらず，明治30年以前では彼がもっともよく
　西洋近代精神を理解し，最高の民主主義精神に到達
　していたと賛辞を惜しまなかった。家永三郎『革命
　思想の先駆者』（岩波新書，1955）。
鮒　植木枝盛「政務取調方法順序」，憲政資料室所蔵
　『憲政史編纂会収集文書』692。
飼　「関東倶楽部関東会と分離す」ほか（『日本』，
　1892年6月22日号）。
燭　「法典断行演説会」（『日本』，1892年5月16日号）。
劔　『自由平等経輪』は，1892年6月1日号時事欄に
　ごく簡単な断行論を掲載したが，施行延期が決まつ
　た後の6月15号では，「新法典も未だ完全を去る遠
　きものなれば已に延期と決せし以上は延期するも可
　なるべし」と，実に淡々としていた。
働　「国民記者の護誕」（『日本』，1892年5月30日号）。
㈹　高野静子「徳富蘇峰と植木枝盛」（「日本歴史』
　431号，1984）。
㈲　国民臣事社説「法典延期論の解剖」（『国民之友』
　155号，1892）。
㈱　「法典実施派板垣伯を説く」（『東京朝日新聞』，
　1892年5月25日号），「板垣伯の意見」（「日本』，
　1892年5月25日号）。
㈲　「衆議院見聞録」（『日本』，1892年6月11日号）。
＠9「発行の旨意」（「政議』1号，1892）。
㈲　高橋庄之助については，まとまった伝記資料が存
　在しない。新聞雑誌の断片的な情報によると，彼は
　自由民権運動に深くかかわっていた代言人で，後年
　には明治法律学校の評議員にもなっている。このと
　きの演説は，条約改正のために法典整備をいそがな
　ければならない，伝統習慣は十分に法典に取り入れ
　られている，といった趣旨であった。
㈲　表2の作成は，『衆議院議事録』，『第一回議会心
　至第六十三回議会衆議院党籍録』，『衆議院議員略
　歴第一回乃至第二十回総選挙』，『日本人物情報大
　系』，『日本法曹界人物事典』，『日本近現代人物履歴
　事典』，『明治過去帳』，『大正過去帳』，『読売新聞』
　CD－ROM版などに拠った。
㈲　現在の東京大学法学部の名称は，「大学南校⊥
　「開成学校法学科」，「東京大学法学部」，「帝国大学
　法科」と変遷したが，本章では「帝大法科」に統一
　した。
